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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

1

機 関 名 概 要

鈴鹿市 下水道整備

亀山市
協議会活動、森林環境創造事業、森林経営管理事業、都市下水路整備事業、都市下水路維持管理事業
除草、浚渫、水位警報機の点検
量水標の設置

津市 河道掘削、農業用ため池の改修

松阪市 排水ポンプ場の整備

伊勢市 河道掘削

多気町 土砂浚渫、河道掘削、樹木伐採、流域内伐採木のバイオマス発電への利活用

玉城町 河道掘削、浚渫

菰野町 浚渫事業

朝日町 小向雨水幹線整備事業

大紀町 河道掘削

三重県港湾・海岸課 堤防整備、突堤整備、養浜

三重県治山林道課 森林整備、治山ダムの整備

三重森林管理署 森林整備・保全

農業基盤整備課 田んぼダムの普及・啓発

伊勢建設事務所 堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備

津建設事務所 危機管理型水位計設置、河床掘削、河道拡幅、築堤、橋梁改築

四日市建設事務所 堆積土砂撤去

鈴鹿建設事務所 河道拡幅、堆積土砂撤去、砂防堰堤の整備

松阪建設事務所 土砂災害対策施設の整備



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト

【下水道整備（下水道（雨水）施設整備事業）】 【SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌）】

施工後

施工前

・R3年度に、下水道事業として金沢雨水幹線の流路拡幅工事
を延長約46.0ｍ実施。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 【国】

　・安楽川：堤防整備 【国】

　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・北長太川：河道拡幅 【市】

　・下水道整備(下水道(雨水)施設整備事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承（地域住民へ防災啓発） 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施 【市】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【市】

　・企業と連携した避難体制の確保 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

広報誌等に，県が公表した洪水浸水想定区域図（安楽川・浪瀬川・八島
川），迅速な避難に向けた情報収集及びとるべき行動などを掲載。

県が公表した洪水浸水想定区域図
（安楽川・浪瀬川・八島川）を掲載

広報すずか令和３年８月５日号

風水害時における迅速な避難
に向けた情報収集及びとるべき
行動などを掲載

広報すずか令和３年７月５日号
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鈴鹿市



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト

【森林保全のための活動】 【森林整備・保全】

森林環境創造事業

森林が持つ公益的機能による恩恵を広く市民が享受できるよう、
森林の公益的機能の発揮を重視した森林（環境林）64.37haを
整備。

森林経営管理事業
森林所有者による森林の経営

管理が困難な森林を対象に、森
林の持つ公益的機能に木材生
産機能を加えた多面的機能がより
発揮できるよう経営管理権を得た
森林0.65haを整備。

鈴鹿川等源流の森林（もり）づくり協議会活動

産学民官で組織する鈴鹿川等源流の森林づくり協議会では、
源流域の森林が持つ「水源かん養」「土砂流出防止」「生物多
様性の保全」などの公益的機能や「歴史・文化」を守り育て、
地域への愛着の醸成、次世代への継承を目的に活動を実施。

●加太地区 サマーフォレストinやまびこ
・木工工作
・水生生物調査

●坂下地区 ３つの森の楽しみ方
・森歩き ・ツリークライミング ・木工工作

●野登地区 東海自然歩道の散策と里山体験
・東海自然歩道散策 ・里山探索
・植樹 ・シイタケ菌打ち体験

亀山市
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鈴鹿川水系流域治水プロジェクト
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【内水氾濫を防ぐための対策】

都市下水路維持管理事業

堆積土砂や雑草により排水路機能が低下するため、排水路の
清掃や除草作業を実施、適切な維持管理に努めた。

都市下水路整備事業

近年多発するゲリラ豪雨や台風等による浸水被害の軽減を
図るため、現水路壁の嵩上げや底張りコンクリートを施工し
路断面不足の解消や流下能力の向上を目的に実施。

水路壁の嵩上げ

底張コンクリート

排水路清掃 排水路の除草

亀山市
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【内水氾濫を防ぐための対策】

・市街地における内水氾濫を防止するため、
準用河川竜川において除草、浚渫などの河
川清掃を実施。また、3箇所ある水位警報機
の点検を例年実施。

■施工前

■施工後

〇近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、
災害リスクを踏まえた防災まちづくりを進めるこ
とが重要である。

〖令和３年度取組内容〗

令和３年度は、都市再生特別措置法等の一
部を改正する法律（R2.9.7施行）に伴い、新た

に立地適正化計画の居住誘導域内で行う防災
対策・安全確保対策を定める「防災指針」の作
成に向けて検討を行った。

【立地適正化計画における防災指針の作成
検討】

鈴鹿川水系流域治水プロジェクト 亀山市



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト
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【農業用ため池の防災減災対策】
・防災重点農業用ため池が決壊した場合において、迅速な
避難と被害の最小化に向け、ため池ハザードマップを作成
し、令和３年度末までに関係する地域住民への配布と亀山
市ホームページへの掲載により周知を行った。

・防災重点農業用ため池の水位状況の把握と水位管理の
効率化のために、一部のため池において量水標を設置。

■量水標の設置

■ハザードマップの作成と周知

亀山市



雲出川水系流域治水プロジェクト

【カンノン谷川等：河道掘削】

施工前

＜河川区域＞
・河川水位を下げるために、河道掘削を実施
・R3年度は4河川で実施し、R7年度までに7河川において実施予定

施工後

【片野池：農業用ため池の改修】

＜集水域＞

・防災重点農業用ため池で、耐震性調
査を行い堤体の耐震化及び施設の
改修を実施

・堤体の改修により、貯留機能が向上
及び維持管理労力が軽減

施工前

施工後

施工後

【ハザードマップの整備・活用】
ハザードマップの作成
• 地震防災マップの作成、
• 洪水・土砂災害ハザードマップの作成
• ため池ハザードマップの作成

【広報誌等を活用した継続的な情報発信】

ハザードマップの活用
• ハザード対象地域の住民へのマップ配布
• ハザードマップを活用した避難訓練の実施

津市防災だよりの発行
• 防災情報の掲載
• 地域の避難訓練での防災研修の実施

＜洪水を想定した救助訓練＞

＜広報津 津市防災だより＞

地震防災マップや洪水・土砂ハザードマップ、
防災意識を高めるタウンウォッチングを紹介

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・雲出川：堤防整備・河道掘削・遊水地整備・無堤部対策 【国】

　・波瀬川：河道掘削 【国】

　・浚渫(緊急浚渫推進事業) 【市】

　・下水道整備 【市】

　・森林整備 【市】

　・ため池等の活用 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画（見直し）に基づく防災指針の作成 【市】

　・土地利用規制の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の作成促進） 【市】

　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（水位計・監視カメラの設置） 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

7

津市



雲出川水系流域治水プロジェクト
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【排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場
ストックマネジメント事業）】

【水害リスク空白域の解消（ハザード
マップの作成）】

・令和３年度においては、公共下水道事業計画区域内の既存
水路網の測量調査及びシミュレーションを実施。

・令和４年度には、全体計画区域内の内水浸水想定区域図を
作成し、令和５年度に内水ハザードマップを作成予定。

既存水路網の測量調査

・令和３年度においては、中川東部排水機場にてストックマネ
ジメント事業における機械・電器設備の点検や、小規模修繕
を実施。

【排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場
ストックマネジメント事業）】

・令和３年度においては、中川西部排水機場にてストックマネ
ジメント事業における機械・電器設備の点検や、小規模修繕
を実施。

ポンプ場設備点検状況

ポンプ場設備点検状況

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・雲出川：堤防整備・河道掘削・無堤嵩上げ・水門改築 【国】

　・中村川：堤防整備・河道掘削・横断工作物改築 【国】

　・排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場ストックマネジメント事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場耐水化事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場ストックマネジメント事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場耐水化事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画の策定 【市】

　・土地利用規制の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の策定促進） 【市】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災教育の支援・啓発冊子への防災情報の掲載）　 【市】

　・企業等と連携した避難体制等の確保（事業継続力強化計画の支援） 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・啓発冊子） 【市】

　・その他（下水道BCP） 【市】

松阪市



宮川水系流域治水プロジェクト

【施策 河道掘削】 【施策 ハザードマップの作成】

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・宮川：堤防整備 【国】

　・勢田川【浸水対策実行計画】：河道掘削・排水機場整備 【国】

　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 【県】

　・宮川：宮川橋改築 【市】

　・●●川：河道掘削 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・下水道整備(桧尻第２排水区）【浸水対策実行計画】 【市】

　・排水ポンプ場の整備(倉田山排水区）【浸水対策実行計画】 【市】

　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(浸水センサ）

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(定点カメラ） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

※ 汁谷川等の土砂掘削を実施。
令和3年度、4河川で約1,300ｍ3の土砂掘削を実施した。

※ 高潮および県管理河川のハザードマップ作成を行った。

施工前

施工後

9

伊勢市



櫛田川・宮川水系流域治水プロジェクト

【流域内伐採木のﾊﾞｲｵﾏｽ発電への利活用】

豪雨時に河川への雨水の流入量を減少させるための取組として

町内で間伐された木や竹をバイオマス発電（民間）の燃料の一
部として利用することにより、森林環境の保全を図り、貯水機
能を高めている。

【実効性のある要配慮者施設における
避難訓練の実施】

保育園などの要配慮者利用施
設が作成した避難確保計画が、
実効性を確保できるようにアド
バイスなどを行った。

また、避難確保計画に基づいた
避難訓練への支援を行う。

河道掘削、樹木伐採後の様子

【町管理河川の土砂浚渫】
準用河川外城田川の土砂浚渫、河道掘削、樹木伐採を行う
ことにより、水位の低下を図り、人命被害のリスクを低減させる。

貯木場の様子

保育園の避難訓練の様子

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・五桂池：ため池活用の検討 【町】

　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 【町】

　・町管理河川；土砂浚渫 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） 【町】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援）　 【町】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援）　 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援）　 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・宮川：堤防整備 【国】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） 【町】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援）　 【町】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援）　 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援）　 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 10

多気町



宮川水系流域治水プロジェクト
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【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】

外城田川：河道掘削
【内容】
玉城町の市街地において溢水被害が発生した箇所における
流下能力向上対策、洪水の逆流対策等を実施する。
令和３年度は、外城田川の河道掘削を120ｍ実施した。

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

外城田川：浚渫
【内容】
土砂流出・堆積により河川の流下能力が低下（流下断面が阻
害）しているため堆積土砂260 m3を撤去した。

施工前 施工後

高齢者の避難行動への理解促進：避難訓練

【内容】
配慮者施設の避難確保計画に基づく避難訓練の実施

玉城病院の訓練の様子社会協議福祉会の訓練の様子

玉城町



四日市圏域二級水系流域治水プロジェクト

12

【事業概要】
近年頻発する豪雨による河川水量の増加により、
河道の堆積土砂も増加しており、流下能力が減少傾向である。
水位上昇や越水を防止することを目的に、浚渫事業を実施。

雲田川河川浚渫工事：完了後

令和元年９月

完了後

菰野町



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

対策名：小向雨水幹線整備事業

○ 小向雨水幹線事業の概要

・ 流域関連朝日町公共下水道事業として、雨水対策
については朝日東部排水区他4排水区合わせて約
91.7haを対象にして、整備を進めています。

この中で、事業計画対象路線で未整備となっている朝
日東部排水区の小向雨水幹線の下流区域約1,250m
のうち、約405mを平成30年度から令和5年度末まで
に整備するため現在工事進捗しております。

◆ 国道１号線並行部～近鉄名古屋線下流部まで（上
流部約525m）の事業内容

・ 令和6年度以降に随時工事進捗するため、上流部
の約525mの詳細設計を行っているところであり、併
せて令和5年度に用地買収を行う予定です。
また、国道1号線横断部においては、道路区域内の工

事施工を国土交通省へ委託し、国道を切回して開削
工事を行う予定です。

位置図、平面図

写真等

四日市圏域二級水系流域治水プロジェクト 朝日町

13



宮川水系外流域治水プロジェクト

14

【大内山川：河道掘削】 【渓流流倒木撤去】

差し替え
掘削

施工後

施工前

・河川整備計画目標流量を安全に流下させるために、河道掘削を行
い水位低下を図る。

・R3年度には、町内３か所において約２万m3の掘削工事を実施しま
した。

・令和３年度に、大紀町内5ヶ所において実施。

施工前 施工後

大紀町



【三重県】一級水系流域治水プロジェクト

15

【宇治山田港海岸（大湊）堤防整備】

・高潮による浸水被害を軽減するため、堤防および突堤の整備、養浜を実施し、背後地の安全・安心を確保する。

・R3年度には、宇治山田港海岸（二見）において堤防整備および養浜、宇治山田港海岸（大湊）において堤防整備を実施。

【宇治山田港海岸（二見）堤防整備、突堤整備、養浜】

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

対策名：堤防整備、突堤整備、養浜

大湊地区
事業計画区間

二見地区
事業計画区間

堤防整備

堤防整備

養浜

三重県 港湾・海岸課



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト

【森林整備】

※主体の記載がない項目はあらゆる関係者で取り組むものを想定 ※短期目標は５年程度、中・長期目標は１０～２０年程度を想定

短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

・治山ダムの整備 【県】

・森林整備 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策メニュー 【主体】

・手入れ不足等により過密状態となった森林において、森林整備を
実施することで樹木の生長や下層植生の繁茂を促し、降雨等に伴
う土壌流出を抑制する。
・R3年度においては、約34haで森林整備を実施。

森林整備実施箇所（亀山市内）

【治山ダムの整備】

・治山ダムの整備により、ダム上流部の山脚を固定するとともに、
上流側の渓床勾配を緩くすることで水の流れを緩やかにして渓岸
侵食を緩和させたり、渓床の土石の流出を抑制したりして災害を防
止するほか、土石流等の流速を落として、その場に堆積させること
で被害を軽減する。
・R3年度においては、治山ダムを1基整備。

施工後

施工前

治山ダム整備箇所（亀山市内）

16

三重県 治山林道課



雲出川水系流域治水プロジェクト

【森林整備】

※主体の記載がない項目はあらゆる関係者で取り組むものを想定 ※短期目標は５年程度、中・長期目標は１０～２０年程度を想定

短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

・治山ダムの整備 【県】

・森林整備 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策メニュー 【主体】

・手入れ不足等により過密状態となった森林において、森林整備を
実施することで樹木の生長や下層植生の繁茂を促し、降雨等に伴
う土壌流出を抑制する。
・R3年度においては、約103haで森林整備を実施。

森林整備実施箇所（津市内）

【治山ダムの整備】

・治山ダムの整備により、ダム上流部の山脚を固定するとともに、
上流側の渓床勾配を緩くすることで水の流れを緩やかにして渓岸
侵食を緩和させたり、渓床の土石の流出を抑制したりして災害を防
止するほか、土石流等の流速を落として、その場に堆積させること
で被害を軽減する。
・R3年度においては、治山ダムの整備は無し。

施工後

施工前

イメージ：治山ダム整備箇所（他流域内）

17

三重県 治山林道課



櫛田川水系流域治水プロジェクト

【森林整備】

※主体の記載がない項目はあらゆる関係者で取り組むものを想定 ※短期目標は５年程度、中・長期目標は１０～２０年程度を想定

短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

・治山ダムの整備 【県】

・森林整備 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策メニュー 【主体】

・手入れ不足等により過密状態となった森林において、森林整備を
実施することで樹木の生長や下層植生の繁茂を促し、降雨等に伴
う土壌流出を抑制する。
・R3年度においては、約132haで森林整備を実施。

森林整備実施箇所（松阪市内）

【治山ダムの整備】

・治山ダムの整備により、ダム上流部の山脚を固定するとともに、
上流側の渓床勾配を緩くすることで水の流れを緩やかにして渓岸
侵食を緩和させたり、渓床の土石の流出を抑制したりして災害を防
止するほか、土石流等の流速を落として、その場に堆積させること
で被害を軽減する。
・R3年度においては、治山ダムを13基整備。

施工後

施工前

治山ダム整備箇所（松阪市内）
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三重県 治山林道課



宮川水系流域治水プロジェクト

【森林整備】

※主体の記載がない項目はあらゆる関係者で取り組むものを想定 ※短期目標は５年程度、中・長期目標は１０～２０年程度を想定

短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

・治山ダムの整備 【県】

・森林整備 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策メニュー 【主体】

・手入れ不足等により過密状態となった森林において、森林整備を
実施することで樹木の生長や下層植生の繁茂を促し、降雨等に伴
う土壌流出を抑制する。
・R3年度においては、約197haで森林整備を実施。

森林整備実施箇所（大紀町内）

【治山ダムの整備】

・治山ダムの整備により、ダム上流部の山脚を固定するとともに、
上流側の渓床勾配を緩くすることで水の流れを緩やかにして渓岸
侵食を緩和させたり、渓床の土石の流出を抑制したりして災害を防
止するほか、土石流等の流速を落として、その場に堆積させること
で被害を軽減する。
・R3年度においては、治山ダムを9基整備。

施工後

施工前

治山ダム整備箇所（大台町内）

19

三重県 治山林道課



事業区分
鈴鹿川水系 雲出川水系 櫛田川水系 宮川水系

3年度 4年度 3年度 4年度 3年度 4年度 3年度 4年度

治山 渓間工等 箇所 1 1 1

森林整備

間 伐 ｈａ 18.04 37.52 53.80

更新（造林） ｈａ 0.67 0.46

林道（改良） ｍ 93.7 25 865.0

鈴鹿川水系・雲出川水系・櫛田川水系・宮川水系の
各流域治水プロジェクト

⼤杉⾕

深⼭

シカ食害による荒廃地の植生復旧対策（宮川流域）治山工事実施箇所（鈴鹿川流域）

令和3年度は実績、令和4年度は予定

【各水系：森林整備・保全】
森林の有する土砂流出防止機能や水源涵養機能を適切に発揮させるため、治山対策及び森林整備を次のとおり実施。

施工前 施工後（完成）

20

三重森林管理署



流域治水プロジェクト

・田んぼの排水口（落水工）を改良し、大雨時に
降水を一時的に田んぼに貯留することで、排水
路や河川への流出を抑制し、下流域での浸水被
害の軽減を図るため「田んぼダム」の普及・啓発
を行い被害リスクの低減を図りました。

【田んぼダムの普及・啓発】
田んぼダム堰板設置状況

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・椋川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・森林整備 【県】

　・田んぼダムの活動に対する支援 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 21

三重県 農業基盤整備課



宮川水系流域治水プロジェクト

【五十鈴川：堤防整備】 【水害リスク空白域の解消
（浸水想定区域図の作成）】

・堤防の天端舗装などの危機管理型ハード対策を実施。
・ 令和３年度までに L=780m実施。引き続き実施予定。 ・令和３年度までに伊勢建設事務所管内すべての河川について、

浸水想定区域図を作成。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 【県】

　・五十鈴川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・堰改築 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・森林整備 【県】

　・宇治山田港海岸：堤防整備、突堤整備、養浜 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

洪水浸水想定区域図 朝熊川（想定最大）

施工前 施工後

施工後

22

伊勢建設事務所



宮川水系流域治水プロジェクト

【着手前】

【完成】

【施行中】
対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備 【県】

　・下水道施設の耐水化 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【町】 計画策定済

　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（ハザードマップの作成） 実施中

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

【大内山川：河道拡幅、護岸整備、堤防整備】
・河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堤防整備を行うことで、必要流下
能力の確保を図る。

・R3年度には、左岸73mの護岸整備を完了し、R4年度以降も整備
を促進していく。

23

伊勢建設事務所



津建設事務所

２）洪水被害軽減のための水防活動等を迅速・的確に行う取組

１０．量水標の設置

地域の住民や消防団等が水位の状況を確認できるように、量水標・水位計の設置や
水位を示すペイントの実施。

危機管理型水位計を設置

穴倉川、美濃屋川、岩田川、
田中川、天神川、中ノ川、
雲出川、桂畑川、柳谷川、
波瀬川、大村川、垣内川
谷杣川、佐田川、赤川

岩田川 （河口から ３.７ ｋ付近）

◇ 令和３年度まで設置数 ：１５個所

24



令和３年度
安濃川水系（安濃川他３河川）
河川堆積土砂撤去工事

堆積土砂・木竹草を撤去し、
従前の流下能力を確保。

１６．洪水氾濫を未然に防ぐ対策（河床掘削）

施工前

施工後

二級河川 安濃川
二級河川 岩田川
二級河川 田中川
二級河川 中ノ川

・堆積土砂撤去量 総計 １１，２００㎥

令和４年度予定
二級河川 安濃川
二級河川 岩田川
二級河川 田中川
二級河川 穴倉川

・堆積土砂撤去量 総計 １２，８００㎥

「箇所選定の仕組み」に基づいて、毎年、掘削箇所の優先度を関係市町と協議しながら土砂撤去を実施。

３）越水が発生した場合でも堤防決壊までの時間を少しでも
伸ばし避難時間を確保するための取組や洪水氾濫を未然に防ぐための取組

二級河川岩田川
（三泗川合流付近)

二級河川安濃川
（河口から2.0k付近)

25
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令和３年度
雲出川水系（長野川他２川）
河川堆積土砂撤去工事

堆積土砂・木竹草を撤去し、
従前の流下能力を確保。

一級河川長野川
（雲出川合流から1.0k付近)

一級河川弁天川
（雲出川合流から2.6k付近)

一級河川 長野川
一級河川 弁天川
一級河川 大村川

・堆積土砂撤去量 総計 １３，０００㎥

令和４年度予定
一級河川 長野川
一級河川 榊原川
一級河川 弁天川
一級河川 八壺川
一級河川 佐田川

・堆積土砂撤去量 総計 １６，０００㎥

施工前

施工後

１６．洪水氾濫を未然に防ぐ対策（河床掘削）

３）越水が発生した場合でも堤防決壊までの時間を少しでも
伸ばし避難時間を確保するための取組や洪水氾濫を未然に防ぐための取組

「箇所選定の仕組み」に基づいて、毎年、掘削箇所の優先度を関係市町と協議しながら土砂撤去を実施。
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ネック点早期解消を図るため、新相川橋の架替（河道拡幅）
に予算を集中的に投資し、治水安全度の向上を図ります！

河口部から
約９００ｍが完成

河道拡幅（河底１３ｍ→ ２７ｍ）

右岸引堤工事に
着手

台風21号で床上浸水 33戸
床下浸水180戸の被害発生

河口部から約900mの引堤完了
次のネック点は、新相川橋！

新 相 川 橋 か ら 約 6 0 0 m 上 流

早期のネック点解消に向けて
仮設道路と仮橋の設置工事に着手！

計画堤防法線

約900ｍ完成

新相川橋
（橋長22m→45m）

相川

天神川

市道塔世橋南郊線

至四日市
至伊勢

H16 H17 H27 R2
事業費

R８
年度

事業期間

大規模特定河川事業に採択
集中投資で工期短縮！

H31 
年度

集中投資
大幅短縮

H31

※参照 Google Earth

27m 41m

新相川橋新相川橋

全体事業費
約16億円

新相川橋

仮設道路（仮橋）
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鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川圏域二級水系流域治水プロジェクト 【事業主体：三重県】

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
【目標（コンセプト）】
二級河川安濃川の河道掘削や築堤及び橋梁改築を行い、洪水時に安全に流下させる河道を整備することで治水安全度の向上を図る。

Ｓ

Ｎ

二級河川
安濃川

堤防強化対策

整備前三泗川工区

【整備計画 主要工種】
【完 了】岩田川
引堤護岸（鉄道橋下流部、励精橋付近）、築堤、護岸

【実施中】三泗川
河道掘削、築堤護岸（進捗率23.7％）

【未整備】安濃川
河道掘削、引堤、護岸、低水路掘削

整備後

岩田川工区

安濃川工区

堆積土砂撤去

築堤護岸

堤防強化対策

築堤護岸

築堤護岸

堆積土砂撤去

28
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鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川圏域二級水系流域治水プロジェクト 【事業主体：三重県】

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
【目標（コンセプト）】
二級河川志登茂川の河道掘削や築堤及び橋梁改築を行い、洪水時に安全に流下させる河道を整備することで治水安全度の向上を図る。

市道江戸橋

H.H.W.L.+2.90
H.W.L.+2.080

基本計画 計画河床高  -2.630
整備計画 計画河床高  -1.630Ac

Co

Co

RPH=3.852
RGH=3.85

As

AsAs

整備計画 主要工種
【完 了】橋梁架替（市道江戸橋）
【実施中】護岸整備（かさ上げ）

完成済 L=2,100m
【未整備】河道掘削
【未整備】橋梁架替（２３号新江戸橋）

二級河川 志登茂川

平面図

断面図

２３号新江戸橋

堤防強化対策実施済中
堤防をコンクリートで被覆し
、洪水時に越流しても破堤
しにくい構造に強化

ネック点の解消
流下能力が増大

最大40cmの水位低下効果

流下能力が増大

整備前

整備後

【今後の予定 整備計画】
護岸整備（かさ上げ）完了後、河道掘削を行うことに
より流下能力の向上を図る。

・護岸整備（かさ上げ） L＝1,270m
・河道掘削 V＝24万㎥
・橋梁架替 N＝１橋

断面図

護岸整備
（かさ上げ）河道掘削

護岸整備（かさ上げ）

市道江戸橋

市道江戸橋 上流

市道江戸橋
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鈴鹿川水系流域治水プロジェクト
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【鎌谷川：堆積土砂撤去】

撤去後

一級河川鎌谷川（四日市市山田町地内）

撤去前

撤去前 撤去後

一級河川鎌谷川（四日市市北小松町地内）

撤去前 撤去後

一級河川鎌谷川（四日市市水沢町地内）

堆積土砂撤去や立木伐採をおこない、河川
の流下能力を回復し、流域の治水安全度向
上を図ります。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・鎌谷川等：堆積土砂撤去 【県】

　・椋川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・森林整備 【県】

　・田んぼダムの活動に対する支援 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

四日市建設事務所



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト
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鈴鹿建設事務所

【椋川：河道拡幅 堆積土砂撤去】 【市ノ谷川：砂防堰堤の整備】

施工状況

市ノ谷川は、鈴鹿山脈の南端で新名神高速道路を横断する流域
0.62㎞2の渓流である。

渓流内には大量の不安定土砂が堆積しているため、今後の集中豪
雨により、土石流の発生するおそれがあることから、砂防堰堤及び
渓流保全工の整備を行い、地域の安心安全を確保する。

平面図

椋川は、近年において昭和49年及び平成7年に洪水被害が生じて

いることから、河川整備計画に基づく河道拡幅並びに護岸整備を
行っている。

また、堆積土砂により低下している河川の流下能力を回復するた
め、堆積土砂撤去を行っている。

施工後

市ノ谷川

椋川

堆積土砂撤去施工前



対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・相津川等：堆積土砂撤去 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・森林整備 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

櫛田川水系流域治水プロジェクト
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【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
・【長谷砂防】土砂災害対策施設の整備

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
・【神野谷砂防】土砂災害対策施設の整備

令和3年度に設計が完了。
平成２９年度から整備を進めていた砂防えん堤及び渓流保全工が、
令和４年２月に完成しました。

被災状況 (平成29年10月台風21号)

松阪建設事務所



②被害対策を減少させるための対策
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機 関 名 概 要

四日市市 防災マップ改正ワークショップ

亀山市 立地適正化計画における防災指針の作成検討

大台町 防災・行政情報配信システム整備事業、災害からライフラインを守る事前伐採事業

度会町 円滑かつ迅速な避難に資するための防災行政無線の補強などの施設整備（防災行政無線デジタル化整備）



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト
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【防災マップ改正ワークショップ】 【情報伝達機能の強化】

市内５つの国・県管理河川について、「市民の避難行動に結
びつく防災マップ」を作成することを目的として、各地域で防災
マップ改正ワークショップを実施。（平成30年度：鈴鹿川水系、
令和元年度：朝明川水系、令和2年度：三滝川・海蔵川水系、
令和3年度：天白川・鹿化川水系ほか）
令和4年度には、洪水だけでなく内水や高潮などの災害を含
む統合版ハザードマップの作成を予定。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・堤防強化 【国】

　・鈴鹿川派川：堤防整備・河道掘削 【国】

　・内部川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 【国】

　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堰改築・橋梁改築 【県】

　・河原田谷川：河道掘削 【市】

　・ため池耐震化対策整備（団体営ため池整備事業） 【市】

　・下水道施設の耐水化（四日市市下水道整備事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講習会・出前講座・教育の実施）

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・ハザードマップ配布） 【市】

　・要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施の促進）

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(水位計） 【市】 実施中

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

アプリによるプッシュ通知やAR機
能を活用した情報発信・啓発、さま
ざまな伝達手段に一斉配信が可能
なワンオペレーションシステムの構
築により、情報伝達機能の強化を
図る。

各種アプリ

四日市市



35

【内水氾濫を防ぐための対策】

・市街地における内水氾濫を防止するため、
準用河川竜川において除草、浚渫などの河
川清掃を実施。また、3箇所ある水位警報機
の点検を例年実施。

■施工前

■施工後

〇近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、
災害リスクを踏まえた防災まちづくりを進めるこ
とが重要である。

〖令和３年度取組内容〗

令和３年度は、都市再生特別措置法等の一
部を改正する法律（R2.9.7施行）に伴い、新た

に立地適正化計画の居住誘導域内で行う防災
対策・安全確保対策を定める「防災指針」の作
成に向けて検討を行った。

【立地適正化計画における防災指針の作成
検討】

鈴鹿川水系流域治水プロジェクト 亀山市



宮川水系流域治水プロジェクト

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

 防災・行政情報配信システム整備事業

行政からの情報を個人のスマートフォンなどに配信す
るシステム（スマホアプリ）を整備しました。

システム連携（例）

 災害からライフラインを守る事前伐採事業

台風などの倒木が原因の電線寸断による長期の停電を防
ぐため、三重県及び中部電力パワーグリッドと連携し、電線
を寸断する恐れのある樹木を事前に伐採しました。

伐
採
前

伐
採
後

36
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宮川水系流域治水プロジェクト
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【円滑かつ迅速な避難に資するための
防災行政無線の補強などの施設整備
（防災行政無線デジタル化整備）】

【流域の水災害の早期把握に資する防災
情報の提供（監視カメラ設置・画像配信）】

監視カメラを増設し、河川の増水、道路の現況確認
が可能。町HPで画像をライブ配信。

＜設置箇所 ４台＞

〇橋梁及びその周辺

〇浸水実績区域

〇事前雨量規制区間

防災行政無線デジタル化整備完了。機器の更新、
高規格スピーカー・地区遠隔制御装置の導入などに
より、避難体制を強化。

浸⽔実績のある県道等を望む配信画像

〇無線放送のワンオペレーション操作で、多様なメ
ディアに同時配信。伝達漏れの最小化、難聴地域
対策、聞き逃し防止。

〇避難所等公共施設、高齢者施設、危険地域内の
住宅に戸別受信機を設置。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・町管理河川護床整備（緊急自然災害防止対策事業） 【町】

　・町管理河川浚渫（緊急浚渫推進事業） 【町】

　・町管理河川流倒木撤去 【町】

　・森林整備 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【町】 策定済

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進（避難行動要支援者名簿作成・更新） 【町】

　・円滑かつ迅速な避難に資するための防災行政無線の補強などの施設整備（防災行政無線デジタル化） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供（監視カメラ設置・配信） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(雨量計の設置） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(ドローンの活用） 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【町】

　・企業と連携した小型無人機による情報収集 【町】

度会町



③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
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機 関 名 概 要

四日市市 情報伝達機能の強化

鈴鹿市 SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌）

亀山市 ハザードマップの作成と周知

津市 ハザードマップの整備・活用、広報誌等を活用した継続的な情報発信

松阪市 水害リスク空白域の解消、防災重点農業用ため池のハザードマップ作成・公表・配布

伊勢市 ハザードマップの作成

多気町 実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施

玉城町 高齢者の避難行動への理解促進：避難訓練

川越町 持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援）

菰野町 河川監視カメラの設置・運用、住民への周知

朝日町 高潮ハザードマップ作成、避難行動要支援者の個別避難計画作成

玉城町 高齢者の避難行動への理解促進：避難訓練

度会町 流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供（監視カメラ設置・画像配信）

大紀町 渓流流倒木撤去

南伊勢町 持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援）

三重県河川課 危機管理型水位計・監視カメラの設置、洪水浸水想定区域図の作成

伊勢建設事務所 水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成）

蓮ダム管理所 流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供、持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援）

津地方気象台 顕著な大雨に関する気象情報の提供、１日先の「危険度分布」の提供
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【防災マップ改正ワークショップ】 【情報伝達機能の強化】

市内５つの国・県管理河川について、市民の避難行動に結び
つく防災マップ」を作成することを目的として、各地域で防災
マップ改正ワークショップを実施。（平成30年度：鈴鹿川水系、
令和元年度：朝明川水系、令和2年度：三滝川・海蔵川水系、
令和3年度：天白川・鹿化川水系ほか）
令和4年度には、洪水だけでなく内水や高潮などの災害を含
む統合版ハザードマップの作成を予定。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・堤防強化 【国】

　・鈴鹿川派川：堤防整備・河道掘削 【国】

　・内部川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 【国】

　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堰改築・橋梁改築 【県】

　・河原田谷川：河道掘削 【市】

　・ため池耐震化対策整備（団体営ため池整備事業） 【市】

　・下水道施設の耐水化（四日市市下水道整備事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講習会・出前講座・教育の実施）

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・ハザードマップ配布） 【市】

　・要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施の促進）

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(水位計） 【市】 実施中

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

アプリによるプッシュ通知やAR機
能を活用した情報発信・啓発、さま
ざまな伝達手段に一斉配信が可能
なワンオペレーションシステムの構
築により、情報伝達機能の強化を
図る。

各種アプリ

四日市市
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【下水道整備（下水道（雨水）施設整備事業）】 【SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌）】

施工後

施工前

・R3年度に、下水道事業として金沢雨水幹線の流路拡幅工事
を延長約46.0ｍ実施。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 【国】

　・安楽川：堤防整備 【国】

　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・北長太川：河道拡幅 【市】

　・下水道整備(下水道(雨水)施設整備事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承（地域住民へ防災啓発） 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施 【市】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【市】

　・企業と連携した避難体制の確保 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

広報誌等に、県が公表した洪水浸水想定区域図（安楽川・浪瀬川・八島
川）、迅速な避難に向けた情報収集及びとるべき行動などを掲載。

県が公表した洪水浸水想定区域図
（安楽川・浪瀬川・八島川）を掲載

広報すずか令和３年８月５日号

風水害時における迅速な避難
に向けた情報収集及びとるべき
行動などを掲載

広報すずか令和３年７月５日号

40
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【農業用ため池の防災減災対策】
・防災重点農業用ため池が決壊した場合において、迅速な
避難と被害の最小化に向け、ため池ハザードマップを作成
し、令和３年度末までに関係する地域住民への配布と亀山
市ホームページへの掲載により周知を行った。

・防災重点農業用ため池の水位状況の把握と水位管理の
効率化のために、一部のため池において量水標を設置。

■量水標の設置

■ハザードマップの作成と周知

亀山市
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【カンノン谷川等：河道掘削】

施工前

＜河川区域＞
・河川水位を下げるために、河道掘削を実施
・R3年度は4河川で実施し、R7年度までに7河川において実施予定

施工後

【片野池：農業用ため池の改修】

＜集水域＞

・防災重点農業用ため池で、耐震性調
査を行い堤体の耐震化及び施設の
改修を実施

・堤体の改修により、貯留機能が向上
及び維持管理労力が軽減

施工前

施工後

施工後

【ハザードマップの整備・活用】
ハザードマップの作成
• 地震防災マップの作成
• 洪水・土砂災害ハザードマップの作成
• ため池ハザードマップの作成

【広報誌等を活用した継続的な情報発信】

ハザードマップの活用
• ハザード対象地域の住民へのマップ配布
• ハザードマップを活用した避難訓練の実施

津市防災だよりの発行
• 防災情報の掲載
• 地域の避難訓練での防災研修の実施

＜洪水を想定した救助訓練＞

＜広報津 津市防災だより＞

地震防災マップや洪水・土砂ハザードマップ、
防災意識を高めるタウンウォッチングを紹介

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・雲出川：堤防整備・河道掘削・遊水地整備・無堤部対策 【国】

　・波瀬川：河道掘削 【国】

　・浚渫(緊急浚渫推進事業) 【市】

　・下水道整備 【市】

　・森林整備 【市】

　・ため池等の活用 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画（見直し）に基づく防災指針の作成 【市】

　・土地利用規制の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の作成促進） 【市】

　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（水位計・監視カメラの設置） 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定
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【排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場
ストックマネジメント事業）】

【水害リスク空白域の解消（ハザード
マップの作成）】

・令和３年度においては、公共下水道事業計画区域内の既存
水路網の測量調査及びシミュレーションを実施。

・令和４年度には、全体計画区域内の内水浸水想定区域図を
作成し、令和５年度に内水ハザードマップを作成予定。

既存水路網の測量調査

・令和３年度においては、中川東部排水機場にてストックマネ
ジメント事業における機械・電器設備の点検や、小規模修繕
を実施。

【排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場
ストックマネジメント事業）】

・令和３年度においては、中川西部排水機場にてストックマネ
ジメント事業における機械・電器設備の点検や、小規模修繕
を実施。

ポンプ場設備点検状況

ポンプ場設備点検状況

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・雲出川：堤防整備・河道掘削・無堤嵩上げ・水門改築 【国】

　・中村川：堤防整備・河道掘削・横断工作物改築 【国】

　・排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場ストックマネジメント事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場耐水化事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場ストックマネジメント事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場耐水化事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画の策定 【市】

　・土地利用規制の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の策定促進） 【市】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災教育の支援・啓発冊子への防災情報の掲載）　 【市】

　・企業等と連携した避難体制等の確保（事業継続力強化計画の支援） 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・啓発冊子） 【市】

　・その他（下水道BCP） 【市】

松阪市



松阪圏域一級水系流域治水プロジェクト【実施主体：松阪市】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策名：ため池ハザードマップ
ホームページへ、ため池ハザードマップの掲載

ハザードマップの作成
防災重点農業用ため池を有する自治会に

ハザードマップの配布

災害時に迅速かつ安全に避難するための資料として、
防災重点農業用ため池のハザードマップを作成し公表
する。

防災重点農業用ため池を有する自治会に、ため池提体の崩壊に
よる浸水区域を示したハザードマップを配布し、被害の範囲につ
いて把握してもらう。

また、市のホームページでも同様の情報を掲載し、人的被害防
止に向けた情報の提供を行う。

■防災重点農業用ため池のハザードマップ作成
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【施策 河道掘削】 【施策 ハザードマップの作成】

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・宮川：堤防整備 【国】

　・勢田川【浸水対策実行計画】：河道掘削・排水機場整備 【国】

　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 【県】

　・宮川：宮川橋改築 【市】

　・●●川：河道掘削 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・下水道整備(桧尻第２排水区）【浸水対策実行計画】 【市】

　・排水ポンプ場の整備(倉田山排水区）【浸水対策実行計画】 【市】

　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(浸水センサ）

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(定点カメラ） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

※ 汁谷川等の土砂掘削を実施。
令和3年度、4河川で約1,300ｍ3の土砂掘削を実施した。

※ 高潮および県管理河川のハザードマップ作成を行った。

施工前

施工後
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櫛田川・宮川水系流域治水プロジェクト

【流域内伐採木のﾊﾞｲｵﾏｽ発電への利活用】

豪雨時に河川への雨水の流入量を減少させるための取組として

町内で間伐された木や竹をバイオマス発電（民間）の燃料の一
部として利用することにより、森林環境の保全を図り、貯水機
能を高めている。

【実効性のある要配慮者施設における
避難訓練の実施】

保育園などの要配慮者利用施
設が作成した避難確保計画が、
実効性を確保できるようにアド
バイスなどを行った。

また、避難確保計画に基づいた
避難訓練への支援を行う。

河道掘削、樹木伐採後の様子

【町管理河川の土砂浚渫】
準用河川外城田川の土砂浚渫、河道掘削、樹木伐採を行う
ことにより、水位の低下を図り、人命被害のリスクを低減させる。

貯木場の様子

保育園の避難訓練の様子

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・五桂池：ため池活用の検討 【町】

　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 【町】

　・町管理河川；土砂浚渫 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） 【町】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援）　 【町】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援）　 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援）　 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・宮川：堤防整備 【国】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） 【町】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援）　 【町】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援）　 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援）　 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定
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【持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援） 】
令和３年度においては、小学校１校（４年生対象）の防災教育の支援を実施。
令和４年度は小学校２校の小学４年生へ防災教育の支援を実施する予定。

水防倉庫（指定緊急避難場所）での防災教室の様子

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講習会・出前講座・教育の実施） 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・ハザードマップ配布） 【町】

　・要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施の促進） 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 47
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四日市圏域二級水系流域治水プロジェクト

【事業概要】

令和２年度に住民等が河川の状況を確認できるよう、町内の河川１９か所に河川監視カメラを設置し、
令和３年度から運用を開始した。その映像をケーブルテレビ、ＨＰ等で一般にも公開していることを広報、
ホームページ等で住民への周知を実施。

48

菰野町



鈴鹿川水系流域治水プロジェクト

・朝日町防災ハザードマップに想定最大規模の高潮による氾濫が発生した
場合の浸水想定区域を掲載した高潮ハザードマップを追加。

・各種別ハザードと見比べることができるよう一面にマップを集約。

【新ハザードマップ】

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・朝明川：堤防整備・河道掘削・護岸整備 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【町】 計画策定済み

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（高潮ハザードマップの作成） 【町】 作成済み

　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講演会・出前講座の実施） 【町】 実施中

　・実効性のある要配慮者利用施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施促進） 【町】 実施中

　・企業等と連携した避難体制等の確保（災害協定による一時避難所の確保） 【町】

　・避難行動要支援者の避難行動への理解促進（個別避難計画作成） 【町】 実施中

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（防災アプリ等を使った避難情報の配信） 【町】 実施中

【旧ハザードマップ】

・令和3年度においては、2地区（小向地区・縄生地区）の班長会に
て制度、計画作成に関する説明会を実施。

・各班で要支援者に対する援助者を選定依頼。

【説明会の様子】

【班毎に要支援者宅地図作成】

・町は避難行動要支援者について名簿を作成

・町は名簿情報の提供及び個別避難計画作成に

ついての同意確認（対象者宅訪問）

・同意者名簿、非同意者名簿が完成

・町と避難援助等関係者（名簿提供先）で協定

締結

・町は同意が得られた方（同意者名簿）を避難援助

等関係者へ提供

・自治区（自主防災組織）等は、援助者を確保する

とともに、民生委員・児童委員や町の協力により個

別避難計画を作成

・個別避難計画を町、避難援助等関係者、避難行

動要支援者本人、援助者が共有

①避難行動要支援者

名簿作成（情報収集）

②同意確認

③名簿提供に関する協

定の締結

④名簿情報の提供

⑤個別避難計画の作成

⑥個別避難計画の共有

・きずな防災カード及び個別計画の内容については本人に確認し、修正がある場合は随時

回収し修正する。

【計画作成までの流れ】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策名：高潮ハザードマップ作成、避難行動要支援者の個別避難計画作成

朝日町
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宮川水系流域治水プロジェクト
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【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】

外城田川：河道掘削
【内容】
玉城町の市街地において溢水被害が発生した箇所における
流下能力向上対策、洪水の逆流対策等を実施する。
令和３年度は、外城田川の河道掘削を120ｍ実施した。

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

外城田川：浚渫
【内容】
土砂流出・堆積により河川の流下能力が低下（流下断面が阻
害）しているため堆積土砂260m3を撤去した。

施工前 施工後

高齢者の避難行動への理解促進：避難訓練

【内容】
配慮者施設の避難確保計画に基づく避難訓練の実施。

玉城病院の訓練の様子社会協議福祉会の訓練の様子

玉城町



宮川水系流域治水プロジェクト
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【円滑かつ迅速な避難に資するための
防災行政無線の補強などの施設整備
（防災行政無線デジタル化整備）】

【流域の水災害の早期把握に資する防災
情報の提供（監視カメラ設置・画像配信）】

監視カメラを増設し、河川の増水、道路の現況確認
が可能。町HPで画像をライブ配信。

＜設置箇所 ４台＞

〇橋梁及びその周辺

〇浸水実績区域

〇事前雨量規制区間

防災行政無線デジタル化整備完了。機器の更新、
高規格スピーカー・地区遠隔制御装置の導入などに
より、避難体制を強化。

浸⽔実績のある県道等を望む配信画像

〇無線放送のワンオペレーション操作で、多様なメ
ディアに同時配信。伝達漏れの最小化、難聴地域
対策、聞き逃し防止。

〇避難所等公共施設、高齢者施設、危険地域内の
住宅に戸別受信機を設置。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・町管理河川護床整備（緊急自然災害防止対策事業） 【町】

　・町管理河川浚渫（緊急浚渫推進事業） 【町】

　・町管理河川流倒木撤去 【町】

　・森林整備 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【町】 策定済

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 【町】

　・高齢者の避難行動への理解促進（避難行動要支援者名簿作成・更新） 【町】

　・円滑かつ迅速な避難に資するための防災行政無線の補強などの施設整備（防災行政無線デジタル化） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供（監視カメラ設置・配信） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(雨量計の設置） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(ドローンの活用） 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【町】

　・企業と連携した小型無人機による情報収集 【町】

度会町



宮川水系流域治水プロジェクト
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【大内山川：河道掘削】 【渓流流倒木撤去】

差し替え
掘削

施工後

施工前

・河川整備計画目標流量を安全に流下させるために、河道掘削を行
い水位低下を図る。

・R3年度には、町内３か所において約２万m3の掘削工事を実施しま
した。

・令和３年度に、大紀町内5ヶ所において実施。

施工前 施工後

大紀町



伊勢南部圏域二級水系流域治水プロジェクト

【持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）】

＜目的＞

〇大規模な自然災害発生時に、自ら考え、行動できる人材を

育む

・自分の身は自分で守る力をつける。

・防災・減災の知識を向上させ、地域のリーダーの育成を図る。

＜実施内容＞

〇南伊勢高校（南勢校舎）防災特別授業

・自然災害のリスク（防災安全課）

・タウンウォッチング（災害ボランティアコーディネーター）

・防災ゲームクロスロード（三重県教育委員会事務局）

・ゼロ次の備え、Ｍｙまっぷランの作成（防災安全課）

・避難所での対応（船越区長）・避難所運営ゲーム（三重大学_水

木助教）

・災害から身を守る、地域を守る（三重大学_川口准教授）

・防災研修（阿倍野防災センター；あべのタスカル）

〇インターンシップ事業（南伊勢高校生_防災安全課）

〇子育て支援センター・子育てサロンでの防災講話（防災安全

課）

〇教頭会（町内小中学校教頭、南伊勢町教育委員会、防災安全

課）

三重大学との連携 三重県との連携

災害ボランティアコー

ディネーターとの連携

子育て・支援センターにおけ

る防災安全課の講話

53

南伊勢町



（四川共通）流域治水プロジェクト

【危機管理型水位計・監視カメラの設置】

専用サイト「川の水位情報」より見たい情報を選択

危機管理型水位計 簡易型河川監視カメラ

R4以降は、R3年度に策定した河川DX中期計画に
基づき、水防活動上重要な箇所への設置を進めます。

三重県ではR3末までに危機管理型水位計213基、
簡易型河川監視カメラ44基を県管理河川に設置。

【洪水浸水想定区域図の作成】

三重県ではR3末までに洪水浸水想定区域図を県管理
河川全て（546河川）において作成しました。順次、指定・

公表を行い、関係市町へのデータ提供、浸水ナビへの
データ反映を行っていきます。

作成した図は「浸水ナビ」にデータ反映することにより、
どこが・いつ・どのくらい浸水するのかをアニメーション
で見ることができるようになります。

地点別浸水シミュレーション
検索システム（浸水ナビ）

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

　　【四川共通のスケジュールであるため省略】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 54

三重県 河川課



宮川水系流域治水プロジェクト

【五十鈴川：堤防整備】 【水害リスク空白域の解消
（浸水想定区域図の作成）】

・堤防の天端舗装などの危機管理型ハード対策を実施。
・ 令和３年度までに L=780m実施。引き続き実施予定。 ・令和３年度までに伊勢建設事務所管内すべての河川について、

浸水想定区域図を作成。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 【県】

　・五十鈴川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・堰改築 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・森林整備 【県】

　・宇治山田港海岸：堤防整備、突堤整備、養浜 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

洪水浸水想定区域図 朝熊川（想定最大）

施工前 施工後

施工後
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櫛田川水系流域治水プロジェクト

【流域の水災害の早期把握に資する防災
情報の提供】

・過去の出水において浸水被害が発生した区間を対象に、警報設備
を増設。

・Ｒ３年度までに警報局の増設を実施し、Ｒ４年度の出水期までに運
用を開始します。

【持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援） 】

・小学校1校にて、地域のまちづくり協議会が実施するジグソー法による
防災教育に参加し、洪水に関する説明を実施。

・引き続き、地域と連携して防災教育を実施する予定。

洪水に関するエキスパート活動 蓮ダムのはたらきについて児童が「教える」様子

ジグソー法による防災教育・・・各班で各テーマ（地震、津波、洪水、土砂災害、
避難所）の専門知識を学んだ後、班を組み替えて学んだことを他の人に「教え
る」ことで知識の定着を図る教育方法。

56

蓮ダム管理所

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(警報局） 【国】 実施中

　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講習会・出前講座・教育の実施） 【国】 実施中

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定



流域治水プロジェクト

【顕著な⼤⾬に関する気象情報の提供】 【１⽇先の「危険度分布」の提供】
・⼤⾬による災害発⽣の危険度が急激に⾼まっている中で、線状の
降⽔帯により⾮常に激しい⾬が同じ場所で降り続いている状況を
「線状降⽔帯」というキーワードを使って解説する情報です。
・ この情報は警戒レベル相当情報を補⾜する情報です。警戒レベ
ル４相当以上の状況で発表します。

⼤⾬災害発⽣の危険度
が急激に⾼まっている
線状降⽔帯の⾬域

線状降⽔帯に関する情報を補⾜する図情報の
イメージ

※ 「⾬雲の動き」（⾼解像度
降⽔ナウキャスト）の例

○○地⽅、○○地⽅では、線状降⽔帯による⾮常
に激しい⾬が同じ場所で降り続いています。命に危
険が及ぶ⼟砂災害や洪⽔による災害発⽣の危険
度が急激に⾼まっています。

線状降⽔帯に関する情報のイメージ
顕著な⼤⾬に関する〇〇県気象情報

台⾵による説明会等に限り、より⻑時間のリードタイムを確保した警戒の呼び
かけを⾏うため、1⽇先までの⾬量予測を⽤いた「危険度分布」の提供を開始。

令和２年７⽉豪⾬（最上川流域）
実況予測 ７⽉27⽇15時時点の21~27

時間先の予測（最⼤危険度） ７⽉28⽇15時時点

過⼩傾向

洪⽔

令和２年台⾵第10号⼟砂
実況予測 9⽉6⽇00時時点の21~27時間先

の予測（最⼤危険度） 9⽉7⽇00時時点

過⼤傾向で
はあるものの
概ね捕捉し
ている

対策メニュー 【主体】 短期 中・⻑期

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
最新の⽔害資料による⼤⾬警報（浸⽔害）・洪⽔警報等の基準変更 【国】 実施済
顕著な⼤⾬に関する気象情報の提供 【国】 実施済
１⽇先の「危険度分布」の提供 【国】 実施済

気象に関する予測精度の向上 【国】
⾃治体が作成するタイムラインの⾒直しへの助⾔ 【国】
住⺠の⽔害リスクに対する理解・促進への取り組み 【国】
防災気象情報（キキクル等）の利活⽤の促進 【国】
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津地方気象台


